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第15期 生 を送 るにあたって

皆 さん、学士学位記取得、おめでとう。

あえて 「卒業」おめで とうと申 しisげ ないことに

注 目を して頂 きたいと思 います。

一般教育か ら始まって
、基礎医学、そして臨床医

学教育に至る長い期間の学習努力が報い られ、今、

学士学位記 を手 にされた皆 さん、そしてやさしい慈

愛のまなざしで見守 って こられたご父兄の皆様 のお

気持 ちに思いを馳 せるにつけ、私 自身も萬感の想い

ま さに胸 に迫 るものがあります。 この想いは只単に

私一人 にとどまらず、教育 に当たられた全教官 に共

通 した感慨で もあ ります。

北海道出身の宇宙飛行士、毛利 さんが、思わず叫

んだ 「地球 に国境はなかった」とい う言葉ほど感銘

を覚えた ものはありません。

まさに国際化の波 は政治、経済の分野のみにとど

まらず、学問研究の面でも、顕著 なものがあ ります。

「卒業」 とい うミクロ的発想は
、 「こと」の終 わ

りをイメージしがちですが、学士学位記 を手にされ

た皆 さんは、今日という日を 「こと」の 「はじめ」

と位置づけ、 とらえてほ しいのです。

それは、医師ほど 「生涯学習」が強 く求め られて

いる職業は他 にないからです。ことは、ただちに人

命にかかわるが故 に当然といえば当然でありま しょ

う。

人生 とは、生涯 「重荷」 を背負いて歩 くが如 しと

い う 「た とえ」があ りますが、 「生涯学習」の精神

を喪失 した医師は病 める人達やその家族からの信頼

を一瞬に して失 うことになります。

また、皆 さんの多 くは臨床の第一・線 にあって、診

療 に携わることになるであ りましょうが、「医の心」

とは、 「包括医療」という言葉 によって表現 される

ように、単に個々の症状 に眼 を奪われて しまう、診

療技術中心の浅薄 な職業人ではなく、病 に苦 しむ、

患者 さんの全体像 を、その豊かな感性と暖かい手の

「ぬくもり」で、病める人達の 「こころ」と 「から

だ」を しっか りと受け止めることで あります。

そしてまた看護要員など多岐にわたるコメデ ィカ

ルスタッフからなる 「医療チーム」の構成員から全

学 長 清 水 哲 也

幅の信頼 を寄せられるチームリーダーの資質が求め

られます。

そのためには、激 しく移 り変わる社会事象に対 し

ても鋭 い洞察力を保持 する必要があります。

今、わが国は、出生率の激減と世界一の長寿社会

という二っ の人口動態によって、超高齢化社会へ、

人類史上類例のないスピー ドで、抜本的 な対策な し

に突入 しっっあ ります。フランスが115年 、 スウェ

ーデンが85年 を要 したこの人口動態の推移 を、日本

はわずか25年 で迎えようとしているのであります。

32年 後の2025年 に は国民 の4人 に1人 が65才 以 上

の年齢人口で 占められよ うと しているのであります。

その頃には患者の二人に一人 は65歳 以上のいわゆる

goldageと い うことになります。

米国で は既 にgeriatricnurseと い う看護専門職

を懸命に育成 しつつ あります。

現在80万 人 に達 している寝た きり老人は、2025年

には約3倍 の230万 人 に及ぶと推定 されております。

このよ うな社会事象の 「激変」に対 して、医療人

として即応できる資質と申しますかc叩abilityを 是

非 とも身につけて ドさい。

「医療」をめ ぐる社会情 勢の変化は
、まことに目

まぐる しく、医療法 の第二次改正 によって、医療機

関は機能別に再編 され、従来 のように介護 を必要 と

する、いわゆる 「虚弱老人」に対 しては、各市町村

に在宅ケア看護センターを設置 して、積極的に 「在

宅ケア」を行 うシステムの導入が計画 されるなど、

超高齢化社会を迎 えての対応が早くも現実の ものに

なりつっ あります。

しか しこうしたなかにあっても、ゆるぎない基本

理念は心身相関の観点 に立脚 した、病める人たちへ

のそこはかとない 「思いやりJで あることを再度強

調 して、皆 さんへの 「はなむけ」の言葉 といた しま

す。
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第15期 生 を送 るにあたって

第6学 年担当 牧 野 勲

一.

15期 生 の皆 さん、御卒業おめでとうございます。

115名 の15期 生 全員が揃 って卒業め春を迎えたこと

は本当 におめでた く心か らお祝い申 し上げます。

皆 さんは今後、入学当初からの念願で あった医師

と して、社会で活躍 することになりますが、最近の

医学 ・医療の分野 はこれ迄 にない大 きな変貌 をきた

しています。っ まり、分子生物学や遺伝子工学など

新技術の導入 により医学の新分野が拓け、各種医療

技術の開発に伴 う高度化医療 が普及 し、その一方、

量 から質へ問題 が問われる時代 となり、人口の高齢

化 とも相 いまって クオリテ ィオプライフを向Lさ せ

る治療 ・予防が重視 されています。また死の判定、

臓器移植、生殖医学 をあ ぐって医の倫理や新 しい価

値観が議論 され、加 えて社会問題 となっているエイ

ズの流行 もあります。

この よ うな難 しい時代 に皆 さんは医師として活

躊する訳ですから、社会 が皆 さんに寄せている期待

は非常に大 きいものがあります。 しかしどの様 に時

代 が変っても 「医師 は日頃から医療 レベルの向上に

努め、心豊かな人間性を身につ けることJが 第一だ

と思います。皆 さんが大学で教科書 から学んだ知識

は医学の極 く一部で断片的なものに過 ぎません。一一・

人前の医師になるには毎 日の実践の中で秒進分歩の

医学 に遅れぬよう勉強 を積み重ね、修得 した知識を

次 には応用する心がけが大切です。そして患者には

常 に高質 な医療 を提供 するとい う姿勢を持 ちつづけ

て下さい。この場合、現 在の医学情報は皆 さんの回

りに洪水のごとく満 ち溢れ、戸惑 うことも少 くない

と思います。 しか しその中にあって情報を選択 し職

業人と して正 しい方向を見定める眼力を養 うことも

大切だと思います。

次 いで医療 は患 者 と医 師の間 に人 間 同 志の信

頼感 が成立 して、 は じあて行 えるものですから、

皆 さんは医師であると同時 に良識ある社会人である

よう心 がけて下さい。医師は社会で責任 ある立場 に

ありながら非常識だ とい う批判 を時 に聞 くことがあ

ります。これは医師が謙虚 さを欠くために生 じる場

合がほとんどです。医師が患者に検査や治療 につい

て説明することは従来 も行 なわれて来 ましたが(イ

ンフ ォーム ドコンセ ント)、 今後はその通知義務 が

一層強化 される傾向 にあ ります
。 したがって医師は

常に誠意 と謙虚 さを持 って患者 に良 く説明 し、接す

ることが第一で、それによりお互の信頼関係が深 ま

ります。 そのためには時 として 自分の行動 を振返 り、

逸脱個所 に気がついたならフ ィー ドバック機構 を作

動 させ、軌道修正 することが大切です。

最近 はテクノロジーの進歩 が人間社会 に人 きな影

響 を及ぼす様になり、その結果、生命の尊厳 、医の

倫理が問われています。今後 これらにっいて皆 さん

は自分の意見を述ぺ る機会 に出会 うと思います。こ

の見識は医師と しての精神的基盤 をなすものですか

ら、平素から思想を培 い、智能 を磨 き、自分なりの

判断基準を持合せることが必要だと思います。

次 いで医師は健康であることが大切です。医師は

自分が健康でなければ病人の健康回復 に寄与す るこ

とは出来ません。 したがって不摂生 な生活はすべ き
　

で なく、自分の健康管理は自分で上手 に行 うよう工

夫 して下 さい。

皆 さん は卒業 後 、母校で 勉強 を続ける者、道内

で働 く者、津軽海峡 を越えて研修 する者、また場合

によっては海外に出る者などその進路は異ることで

しよう。 しか しどの地 に居ても自分は旭川医科大学

の卒業生であることを誇りに持 ち、自分のめざす理

想像 に向って、カ ー杯 頑張 っていただ きたいと思い

ます。

最後に皆 さんは6年 聞の長 い医学生生活 を無事終

え、ここに卒業することが出来たのは御両親 を始 め

多 くの方々の御支援 のーJ陰げで あり、直接的 に、間

接的 に皆 さんを応援 してこられた大勢の方 に感謝の

念を持 っていただきたいと思 います。

皆 さんの御発展 と御健康 を心からお祈 りしてお り

ます。
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合 わせ各々の役割 をしっかり果た し、また助け合わ

なければ試合にならない。 このことは、医師と して

がんばっていくだろう僕 らにとって大きなプラスに

なるはずだ と思っている。 また、試合だけではなく

クラブに関する行事は1年 を通 してたくさんあるが、

先生 ・先hに はその度 にお世話になっている。果

た して私 にもで きるのか不安である。きっと先輩方

の偉大 さに気付 くのだろう。残す行事は追いコンの

み となって しまったが、とにかく思いっきりいこ う

と思 う。

卒業 して国家試験 に受かれば、医師 として社会に

出てい く。ここまで来るまで にたくさんの人 にお世

話 になっている。両親、親戚、友達 、先生 を始あ、

とにか くた くさんの人 に、そして旭川医科大学での

6年 閥に。

これ らのことは、私にとってすばらしい思い出で

あり、これからの活 力となるだろ う。旭川で培った

ことを忘れず に、っ まずいた時 には6年 間 を想い出

してがんばっていこうと思います。お世話になった

方々、旭川医科大学 に感謝 して、どうもありがとう

ございました。

第15期 卒業生 土井 敦

6年 前、とても寒 く雪のた く

さんあったような気が します。

摩 千葉か ら来た私 にとって感動で

あり、驚 きであり、とにかく新

鮮 なことで した。それが今では

あた りまえのよ うに冬を迎 え雪バネをしで、 「今年

の冬は暖かいね」 と平気で会話 している。あっとい

う間の6年 間だったような気がするが、このような

ところに月日の流れがうかがえるようだ。

最も印象に残 っている事、と同時に うれ しかった

事 はクラブ活動 を6年 間続けられたことである。小

さい頃 、病弱で運動 もできなかった私 にとって何 よ

りもうれ しいことで した。 そしてすばらしい先生、

先輩、後輩 に出会えたこともあり、辛いと思 ったこ

とのない楽 しい時間で した。そのクラブはというと、

軟式庭球部であり決 して強いチームではなく、負 け

ることが多かったような気がする。 しか し、学ぶ こ

とは多かったと思 う。軟庭 とい うスポーツは個人戦

であるが団体戦でもあ り1人 ではできない。いわゆ

るダブルスと呼ばれるものだけであ り、2人 が力を
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第15期 卒業生 中村 とき子

卒業式 まであと3週 間余りと

なり、美 しい山々を眺めてい る

と、旭川 を離れ難い思いにか ら

れて しまいます。私 が旭川医科

大学 を受験 したのは、20代 も終

ろ うとしている時で した。家庭をもつ一人の女性 と

して、この6年 間 をふ り返ってみ ると、長い6年 だ

ったように感 じられます。医師となる為の道 を歩 き

始めた事が本当に幸福 な選択であったのか、自分は

ふさわしい人間になれるのだろうか、なりつつ ある

のだろうかとい う問いかけを背負い続けた 日々であ

ったように思います。

4年 生の学年末試験の勉強 をしているある晩、「一

ということが発見 された。」という一文 に、突然深い

感動で体中が満たされた事がありました。一つの小

さな発見に至るまでの、多くの人 々の努力と尊い探

求心が察せ られたのです。 自分がその崇高な知の集

積に触れることので きる幸福で心 が一杯 となり、そ

の機会の与 えられたことに感謝 しま した。そして 自

分の選択への迷いが消 えていったのです。

もう一っの大 きな出来事は出産 した事で した。子

供を産んで、初めて一人の人間の存在の重 さを実感でき

ました。一人一人が、その親にとって、肉親 にとって、

どれ程大切 な存在であるか、子供から学 びました。

これから患者 さんに医師と して向い合 う中で、患者

さんそれぞれが、愛する人にとってかけがえのない

人であることをいつ も忘れず にいたいと思います。

又、水泳部に所属 し、多 くの先輩や後輩 と知 り合

い、合宿や練 習、東医体、北医体 に参加できたのは

とても楽 しい思い出 となりました。5年 の後半から

始めた勉強会では、励ま し合 い、心から信頼で きる

最高の友人達 を得ることがで きました。全てが、宝

ものです。

旭川医科大学 に人学出来た ことはやはり素晴 しい

ことで した。諸先生方、いっ もお世話 になった図書

館の皆様、お腹の大 きい時に 「気をっ けてね」と声

をかけて下 さった、食堂や売店や、おそうじのおば

さんたち、本当にありがとうござい ました。

最後に、入学 させて くれた夫 と、全面的 にバ ック

ア ップ して くれた夫の両親 、とりわけ義母に深 く感

謝 したいと思います。

"・1丁 ・■Il

第15期 卒業生 前本 篤男

また春がやって くる。8年 前

の春、私は山登 りを始めた。夏

は沢を遡 り滝 のシャワーを浴 び

て稜線 に出るとナキウサギの声

が迎 えて くれる。冬は広い雪原

をスキーを履いてウサギの足跡 を追い静かな山 に包

まれていく。雨 もまた山、 自然の リズムは自分では

どうすることも出来 ないと気付くと、つ らいと思 っ

た雨がなんてことなくなる。無理のない、無駄のな

い、ゆった りと した自然の流れの中にいると、頭が

からっぽになって体の中に眠っていた生 きる喜びや、

素直に人や物を見る感覚が研 ぎ澄 まされてい く。

最初それを感 じたのは、ある夏の岩場であった。

難 しいルー トに入って しまった。ぶら下が りながら

真下で私 をザイルで確保 している友人の目を見つあ、
"落 ちる

、たのむよ"と 何度 も眩いた。 その友人の

1000m程 下 に広大なカールが広がっていた。 ここで

死ぬのかと考 えていた。頭 もボーとし、それも考 え

られなくなって きた。すると何とかここをのりきろ

うと、頭で はな く体 で感 じ始 めていた。細い岩の

裂け目が目に飛び込んできた。よし、 と腕を頭上高

く伸ばすと、岩陰となって 目には見えない微妙なホ

ール ドが指先か ら伝 わって くる。無我夢中で そこを

のり越えてみると、ゆるい斜面に小 さな草々が無数

にのびている。ただ風にゆられて小 さな葉 を広げて

いる。なんだか笑いがこみあげて きた。

山の さまざまな場面で、必死 になって生 きている

自分 に出会 う。生 きていたいから生 きているんだと

素直 に感 じる。別 にlll登りだけがそれを気付かせて

くれる訳ではないが、たまた ま私の場合 は山だった。

また春 がやって きた。1年 前の春、大切な友をな

く した。かって彼は山の命 を満身に受け心は素直で

自由奔放であった。夜露に濡 れるのがいやで私がテ

ントに入っていると、彼 はシュラフにくるまって満

天の星 を仰 ぎながら眠 った。嬉 しい時は自分 をな く

すほど酒 を飲んだ。足の向 くままハイマツを飛んで

歩いていた。ギョウジャニンニクを採るため に崖 を

よじ登 り、うまそ うに頬張 った。

彼 にとって山とは自分を解放す るひとつの場であ

ったと思 うのは、私の勝手 な想像であろ うか。だが

少 なくとも、山は死ぬ場所で はなく、人間 らしく生

きる場所なんだとい う考えは共通 していた。そ して

山以外でもそうできるとい う気が していた。気が し

ているだけで、 まだまだか…。まだ彼のことを考え

ると葛藤 と混沌 との中にいる自分 に気付 く。

あの事故の中で、多 くの方 々に心配 を掛け、さら

に残った私達 にも助言をいただいた。本当に有難い。

まだこれからも山とは何 なの か、彼 が教えて くれた

ことは何 だったのかを問い続 けていきたい。それが

彼、守谷真一君の冥福 を祈 る事だと考 えている。
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退官にあたって

放射線医学講座教授

昭 和48年 か ら ・期 生 の 講 渡 が 仮 校 舎で 始 ま り、 随

分 と 大 変 な場 所 で した が 、 創 設 期 の 大 学 なん て 大抵

こ ん な もの だ とn・,て い ま した し、 よた こ の 苫労 が

人 闇 を強 く 、 逞 し く 弓ーる もの で 、敗 戦 後 あ ま り苦 労

して い ない 学 生 に は 項 度 良 い と 、 あ ま り同 情 も し ま

仕ん で した が 、 こ の ・期 生 か ら初 め て 母 校 の 教 授 が

生 まれ 、 ま た 他 大 学 の 教 授 選 考 を され た 方 ま で 川 た

の で す か ら 、 創 設 期 の 苦 労 も あ な が ち無 駄 で は な か

っ た よ うで すn当 時 私 は徳 島 大学 に 居 て 、 時 々 丁・紙

の や り取 り だ け で 済 ま せ て い ま した が 、 この 時 期 に

赴fl諮 れ た 教 授 、 ま た そ の 他 のh々 の 御 苫 労 は 後 で

苛女々 隣1か さ れ ま し た1,創1--nuRuyと い う も の は 、 ま

あlil丁処 で も 似 た り よ っ た り で 、 初 め か ら 立 派 な建

物 と設 備 が 提 供 され た 所 な どあ ま り歴 史 に も な い よ

)で 寸',メ イ ヨ ー ・ ク リ ニ ・ソク もIH舎 σ)・」・さ な言参療

所 で 先 行 き何 の 見込 も ない 所 か らxv一 ト した の で

す か ら 、僅 か20年 足 ら ガで 、 こ れ だ け の 医 科 大 学 が

出 来 上 が ・た の は 、1」 本の 経 済 が 幸 い した と は 言 え 、

ノ〔旦川1矢 手斗大 掌 び)皆4:プ ∫び)$TYIノ」と 、 先 にPit:職 され た

ノノ々 の 御1苫 労 び)}!易牛勿で も あ り ま す1、

私 が 旭 川 に家 族 共 々赴ft:し た の は 昭 和51年 で、 宿

,.,はあ り ま した が 、 部屋 は 仮 住r,C'、1司 時 に発 令 さ

れ た 汰 の 助 教 授 は 英国 、 米 国 に留 学 して も らい ま

しだ,iゾ 、も仕 事 が な く 、 こ の 頃 か ら 放 射 線 科 に もAli

Lい 光 が 見 え て 米 ま した の で 、 も う ・度 、 前 に 居 た

ス.r・ 戸 ンに 行 け ま した 事 は 田:界 の 趨 勢 が 判 一,た だ

けで も 、 そ の 後 の 旭 川 で の 仕'罫 にk変 参 考 に な り ま

した 。

教 育 、 研 究 は 少 な い 入数 で は 中 々出 来 ま ゼ 流 でL

た 、、北 海 道 の 地 方病 の 多包 三k症の 実験 研 究 が 出 米 た

事 と教 室 員 の 学 位 を 川 してri,い た 嘱 だ け で も 良 し と

し な け れ ば い け な い と思 っ て い よ 寸。

昭 和52年 に放 射 線 外 来 を開 始 しま した が 、3人 で は

と て も や っ て 行 け な い の で 、 徳 島 大学 の 教 室 員 に3

入 来 て 貰 い 、附 属 病 院 の 診 療 と 市 立 病 β完の 実 習 に 携

り 、 卒業 生 の 入f'nJを侍 ち ま した が 、仲 々 充 足 は 出 未

ま ゼ ん6し た 。 本 来 、 放 射 線 科 は 総 合 科 で 、体 内 の

静 的 、動ll勺な状 態 を諸 々の 丁・段 で 観 察 し 、診 断 を 一.)

6

天 羽 夫

け 、 治 療 を3『る と こ ろで む 、昭 和50年 ヒ頁か`㍉糊 しい

M(レ`lalityが 続 々と 出C来 ま した 、,先11CTの 川 現

で す..そ れ 迄 兄 え な か ・、た 月尚がfrl∫とII川瞭 に な ・、た で

は あ り ま せ ん か,こ れ が改 良 され 内 蔵 や 骨 び)構造 ま

で 兄 え る 』、う に な り ま した 、、超 音波 もHモ ー ドC1111.

石 、 肝 癌 、 膵 癌 な ど が判 り始 め 、心 臓 の 弁膜 の 動 き

ま で 見 え 、 カ ラ ・ ト ノブ ヲ ー がIIPIます と」血Ll塩分 布 や

流 速 、流 量 まで 測 定 出 来 て 、 治 療 に 貞献 し ま した 、、

Rl也,SPECT.SETカ ㍉【151てき て心li蔵や 月歯び)剖1分

的 な機 能 が判 り始 め ま した 、、∬11管造 影 も セ ル シ ン ガ

・カテ ー テ1レの 改 良 で 狭 窄 血 管 の 拡 張 や 腫 瘍 塞 栓

力fロr自旨と な り 、1)SAの 発i圭 てるよ り糸田い1nL管;び)崔見察

ぞ、可 能 に な って い ま す 、 それ 迄 化 学 分析 に しか 使 わ

れ な か っ た核 磁 気 共 嶋 も 、MRIと して 従 来 と は概 念

の 異 な っ た 医 学 画 像 を提 供 出 来 る よ うに な り、MRS

は 組 織 の 分 子 の 分 布 を 窺 う に 至 り ま した.ま た 最 近

で は結 石 の 体 外 か らの 破 砕 も 可能 に な り 、骨 塩 の定

駐 も精 密 に出 来 る よ)に な り 、 い 弓 れ 、 色 々 な川 途

が確 定 す る 事 と思 い ま 弓.、,また 今 後 設 置 され るCT

はspiralと 口乎ば れ る もの で 、3次 元棺1成 が 容 易1'

な り、 冠 動 脈 、気 管 芝、 胆 管 な どび泣 体 構 造 が 明 瞭

に な る は ず で す 。 放 射 線 科 は こ の よ う な装 置 を 利 用

す るLrterventiuna】Radiologyの 分 野 で 大 変 有 利

な 診 療 科 で す 、 こ れ か ら医 師 過 剰 の 時 代 に な る と11f1

い て い よ 蛍.放 射 線 科 け こ れ か らの 時 代 に 応 じ る診

療 科 で す か ら 、 卒vr一牛 の 方 々 が 彰数 人局 され 益 々 発

展 す る こ と を期 待 して い ま す,,

最 後 に 、 徳 島 か ら慣 れ な いL地 に 参 り ま した 私 に

親 身 の 御 匿 話 を 戴 き ま した 代 々の 学 長 、 教 授 の 皆 様

は じめ 医 師 、技 師 、 イ㌃護 部 、 」1務局 の 皆 様 に 厚 く{血=μ

礼 中 し1=け ま 頑自 ど)も 有 難 う御 座 い ま した 、,

`い0
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教授就任にあたって

死者の人権を守る

本年3月 に定年退官 された初代教授 石橋 宏先

生の後任 として11月1口 付けで就任 しま した。

私は、小樽出身で昭和42年 に札幌医大 を卒業 し、

東京医科歯科大学で インターン(途 中インターン闘

争のため中止)、 昭和47年 に法医学の大学院を卒業

しました。 「ヒトの遺伝」をテーマにヒトの染色体 、

血液型多型、指紋の遺伝 を仕事として きました。大

学院卒業後 は臨床で遺伝性疾患や奇形の多い小 児科

を5年 間程勉強 し、大学の小児科外来に遺伝外来、

染色体外来 を新設 しヒト染色体異常で一・番 多い 「ダ

ウン症候群」を中心 に患者 をみていました。治療方

法のない病気をもっ母親とのたたかいは「ムンテラ」

にありま した。いか に親 にその失望の程度 を最少限

にし、早い立ち直りを与えるかで した。当時私の外

来から出てくる親 はみな泣 いて出て くるものですか

ら 「泣 かせの塩野」 と有名になって しまいました。

息者の母親泣 かせもここまでと考え疾病の成因を研

究する目的で血液型の多型、指紋 などの研究分野 の

法医学 に足 をふみこんで現在までどっぷ りとつかっ

て しまいま した。昭和62年9月 からこちらにくるま

での5年 間は島根医大 におり、この間日本で最初 に

行なわれた 「生体肝移植」の現場 にも立ちあいま し

た。島根医大第2外 科 は、当時医の倫理委員会にか

けずに 「緊急チ術」の名目で病院長の手術許 可をも

らいま した。乎術中に病院長 は倫理委員会 を開 き、

他の倫理委員の了解をもらお うと しま した。 「生体

肝移植は生体腎移植 と同 じ程度の危険性 しかなく、

委員会にかけるほどの心配 もない……」。私 は昭和

43年 札幌医大で行 なわれた心臓移植 の時 に当時 の八

十島信之助法医学教授の苦悩 を知 っていたために、

倫理委員会で 「生体肝移植 と生体腎移植 はまった く

違 う。生体腎はもし失敗 しても他 に腎のス トックが

あるし、なくとも人工腎臓で助 けることが出来る。

しか し生体肝は肝臓 が拒絶反応を示 したら他 に代 る

ものがない。再 び両親のいずれからかもらうのです

か……」その他2,3点 コ メン トしたところ倫理委

員会の副委員長(病 院長 が当時委員長)に させられ、

こちらにくるまで体外受精 、脳死の基準作 りなどで

法医学融 塩 野 寛

働か されて きま した。

私はこのよ うに臨床 と基礎の両方の経験 をして き

て、現在の法医学 に非常に役立っております。医療

事故や交通事故(む ちうちか どうか、詐病 かどうか)

の鑑定、司法解剖 、親子鑑定、生体鑑定 にも臨床と

基礎の知識の応用 が必要だからです。

法医学 は刑事事件の司法解 剖を行い ます。死体 を

外部からみて死因を推定する(内 科的思考)、 そし

て剖検 して死因を明らかにす る(外 科的、病理的思

考)こ の両面 を自分で行 う楽 しみがあ ります。 その

一方において
、死者の生前言い残 した事 を正確 に死

体 より聞いて記録 に残 さなければならない。例えば

2人 で乗用車 に乗 っていて事故 をおこ し、一人が死

亡、一人が助かるとほとん どの例で生存者は 「自分

は運転 していない」と言 う。この時 に死者の剖検 に

よる損傷 と生存者の生体検査 の損傷の比較により真

実を明 らかにする。司法解剖 は真実を究明す る一っ

の手段 にす ぎないのである。医師は患者の命 を助け

るのがその使命です。 しか し法医の医師は誤った鑑

定によ りヒ トー人の命 を死刑台 という手段で うばい

かねない。誤 ちのゆるされない仕 事であるわけです。

今 までの医学教育は患者の命 を助けるのが医師の

使命ということか ら 「生」 を中心 と した教育 で し

た。 しかし長寿社会をむかえ、ターミナルケア、安

楽死、尊厳死、臓器移植のからみで脳死が社会問題

となり、 「生」とうらはらの 「死」にっいての教育

が注 目されて きま した。この死について深 くかかわ

りのあるのが法医学 なのであ ります。旭川医大 にお

いても年間50体 の 司法解剖、同 じく5〔膝 の検屍 を行

って死体検案書を書いています。死学(Thanatology)

の教 育もこれか らの医学教育、一般市民の啓蒙1:も

大切 な問題であ ります。

私は、教育、研究、剖検 を通 じて「生 と死の医学」

の接点 を求めて働 いていきます。DNAを 用 いた法

医学的研究、 さらに臨床遺伝への応用 をめざして教

室作 りを行 ってい きたいと思 います。

「着眼大局 、着 手小局」 が今の心境です。

一7
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■ 産婦人科学講座 ■ 千石 一雄

私は一期生として本学で学生

生活 を送 り、昭和54年 卒業後、

産婦人科学教室 に入局 し、現本

学学長であ ります清水哲也先生

のご指 導を受けました。偶然が

重なり、そのまま大学院 に進学

しましたが、当時 は医局員数 も少 なく診療、研究 に

多忙 な中、諸先輩 より辛抱強 く、時 には厳 しくご指

導 をいただ きました。知識欲ばかり旺盛で、がむ し

ゃらに過 ごして きたよ うに感 じますが、その頃の生

活が臨床医、研究者 としての私の基盤になっている

よ うに思 われます。

大学院卒業後、米国 ミシガン州立大学のDukelow

教授 の ドで、体外受精、初期胚の基礎的研究 に従事

しました。大学院の研究テーマが 「排卵機構の臨床

的研究」であったこともあ り、この頃より、わずか

100/mの 卵 子と一・匹の精子 が結合 し個体 に発育する

生命の神秘 に驚異を感ず るとともに魅せられていっ

たよ うに思えます。その精緻 なメカニズムを少 しで

も理解 したいという夢 を抱 きつっ、帰国後、ヒト体

外受精の確立 を目指 してきま した。体外受精児の誕

生を願いつっ、暗 く、小 さな培養室にこもった日が

思い出 されます。同 じ夢 を抱 く仲間も徐々に増 え、

臨 床 も研 究 も こど うせや るのなら国 際 レベ ルの

actMtyを こ を合い言葉に頑張ってきた成果が少 し

ずつ実 りつつあるように感 じます。

この度、石川睦男教授の御高配 により助教授 に就

任致 しましたが、医師としてはもとより個人 として

も未だ未熟 な私 にとりまして、その任の重 さを考え

ますと不安がつのるばか りです。最近では開 き直 り

気味に今まで同様、教室の仲間 と共に学び仕 事をし

ていくことが少 しでもactivityの 高 い教室作 りにつ

ながり私の重責の ・部 を果たすことになるのではな

いかと自分に言い聞かせております。

産婦人科学は、Oncology,reproduction,perinatal

medicineな ど巾広 い領域 を包含 し、婦人の一生 に

携 わる診療科であります、同 じ日標 を目指 し一諸 に

学ぷ闘志あふれる仲閥を歓迎 します。一 一一==========コ

脇纏:撒 ∴1:鵜'「灘髄灘認}∵編耀燃ll}㎜蹴

■ 耳鼻咽喉科学講座

禽
漸

■ 川堀 眞一

平成4年7月 に白戸助教授 が

退職 したため、同年10月 助教授

になりま した。略歴 と感 じてい

る所 を述べたいと思います。

私は、昭和47年 和歌山県立医

大 を卒業 し、耳鼻咽喉科 に入 り

ました。なお、現在の当大学の耳鼻咽喉科の海野教

授が助教授で在籍 しておりました。昭和54年 に縁 が

あり、和歌山よ り旭川 に移 りま した。学生の講義で

変な関西弁 が混 じるのはこのためです。北海道 に移

る際、親 には5年 単位で故郷の紀伊半島の最南端に

帰 ることを考えますと話 を したのですが、教室の体

制、恵 まれた旭川医大の研究施設のおかげで、和歌

山医大の7年 半の約倍 になる13年 半を旭川医大で勤

務 しています。 この間、カナダのオ ンタリオ州 にあ

るMcMaster大 学 で アレルギーおよびそれに関連

する細胞 につ いて勉強する機会も与えられました。

大学の医師、特 に教職員は診療、研究、教育が仕

事であると聞いています。診療に関 して、最近では

informedconsent,qualityoflifeな る言葉 をよく

耳 に しますが、今に始 まった ものではなく、患者 を

診察 した ら±it者にわかるよ うに説明することだと考

えています。一般の方が今後 も医学知識 を増 してい

くことより、 さらに人切になると思われます。

私 を始め、特 に医者 になって行 く学生 さん達は

知識、技量不足は謙虚 な気持 ちで勉強 していくこと

が大切だと考えてお ります。研究、教育 も診療 と表

裏一体 となっていますが、上記 しま した ように当大

学 には研究が しやすい施設である機器セ ンターがあ

り、私 も電子顕微鏡 を中心 に利用 させて頂いてお り

ます。今後も実験 を統けたいと思 っています。実験

について他の講座の先生方 に相談に行 くこともある

かと思 いますがよろ しくお願い します。

最後に、助教授 になった翌日には給食委員、数 日

後にはたくさんの委員 を命ず る辞令が届 きました。

現在、委員会が開かれると参加 し、状況 の把握に努

めています。今後とも、よろ しくお願い します。

8



講 師 に 昇 任 して
■ 生物学教室

更"

xい
,

く)ト

層 立野 裕幸

「研究と教育は車の両輪で あ

・て,/;rIの 教官は二の両 方に

熱心で なけれはならない」、,初

代教授の旋lj'和哉 先生の方針 が

'11教室 のfム統とな・2て、 ヒロ勇

次郎教授 に受け継がれてお りま

駅,今Ill1、 講 師 に任 ぜ られ た こ と で 、 研 究 の み な ら

'ゲ教 育 の ・端 もれしう%t;iに な り
、 心 機 庫云、 ・層/J

カ/所 存 で ご ざ い ま す 。 何 卒 よ ろ し くお 願 い 中 し

isず ま 一ポ、,

私 はII"和55年 弘lll∫メ(学理 学 部 生 牛勿学 科 を 卒 裳後 、

本 ←』諸の 生 牛勿'9≧郭(室!＼ 伊F究生 と して 参 り ま した.、 当四芋

か ら教 室 の 研 究 テ ー マ ≪.・ 貫 して お り 、 美 目'先生 の

指 導 の ドに 、 「哺 乳 類 卵.f・に 対 弓る 放 射 線 σ)影 響 研

究 」 や 「ヒ トに お け る 染 色 体 異常 の 生 成 機 庁:に 関 す

る モ ブル 研 究1か 昼 夜 間 わ ず 活 発 に 行 才っれ て い ま し

た,1研 究 の 最 先 端 の場 に お け る厳 し さを その 時 は じ

めz実1感 しま した 口

昭 和58fド10月 に は 、 そ れ まで 教 務職 員 で あ っ た 舟

木 先 生(現 鳥 取 大学 医 学 部 講 師)の 後 を引 き継 ぎ ま

した 、,そ の 頃 か ら始 め た 「幼 皆 卵 一f・に 対 す るX線 の

影 響 研 究 」(塾広 島 大"}身か ら学 位 を い た だ き ま した.

ま た 、 コー ル デ ンハ ム ス タ ー・卵 と の 異種 問 体 外 受 精

法 を応 川 して ウ シや ヒ ツ シ び)精1染 色 体 分 析 法 も確

航てでき ま した,、 こ び)blf究 力咲き一っカ」け と な 夕」、 ミ ネ ソ

タ 大 学 獣 医 生 物 教 室 か ら 染 色 体 分 析 の 技 術 指 導 に

招 か れ 、1ヵ 月'ト ほ ど行 り て き ま した 、,現 在 は,こ

れ まで 技 術(i勺に 難 しい と さ れ て い た 未 受 精 卵 の凍 結

保 存 に も取 り組 み 、 成 果 もLか っ て き て い ま す6

と こ ろ で 、最 近 の 遺 伝 ゴ・1:学 や発 生r学 的f'rl:の

導 入 に よ り生 命 科 学 のfill'4,新 しい 展 開 を 見 せ て い

ま す,、ノi三牛勿'1}∫rの郭(fi'f、辱と してfk・ ♪Cい るVilleev)

「Bi(,1〔,gylに は す で に遺 伝r診 断 やAII)5
,ト ラ

ン ス ジ 「ニ ノクマ ウ ス 等 、 最 先 端 のfff'内 容 が紹 ブr

され て お り 、医 学 部 に お け るノli物学 の 講 義 に は 、 今

後 こ の.よ うな医 学 に関 連 した 内 容 を で きる だ け取 り

入 れ てい く必 要 が あ る と 考 えて い ま す.そ れ が 医 掌

を学 ぶ べ く ス タ・一ト台1.泣 っ た 学 生 に と ・って 勉 学L

の 良 い 刺1敷 に な る も の と石雀信 して お り ま'‡',

今 は ス タ ソ トレ ス時 代 で す が 、 気 持 ち は 常 に スハ

イ クの 状 態 にLて 研 究 ・教 育 と い)Illll輪 で 走 り続 け

た い と 思 り て}Jり ま す,1

学 内 ニ ュ ー ス

一
「 スキー教室が留学生を交

えて実施 される
今 年 度 も12月2】ll(月)・22Fl〔 火)の両LJ、 恒f列 の ス キ

ー 教 室 が 、 外 国 人 留 学 生5名 を含 む25名 の 学 生 の 参

加 を得 て 、 北 大 雪 ス キ ー・場 で 実 施 さ れ ま した,,

初i【 は 、 午 後 か ら 初 心 ・初 級 ・lll級 ・ ヒ級 の4班

に 分 か れ 講 習 、 夜 に は 丸 瀬 布 温 泉 に移 動 し講 師 及 び

外 国 人 留 学 生 を 匪1ん で 懇 親 会 が 開 か れ ま した 、,

2目 目1よ午 後3鴫 …に スキ ー},Kを 発 つ まで 講 習 か 行

わ れ 、 全 員 名残 惜 し く も ス キ ー場 を 後 に しま した,

G∫:生 課 〉

!,

犠

.、ダ

ク リスマ スコ ンサー トが

病院 ロビーで 実施 され る
室 内 合 奏 団 と 合 唱 部 に よ る ク リ スマ ス コ ン サ ー

が12月22目 肉 ・23[嗣 く1それ ぞ れ 病 院 ロ ビ ー で 行 わ

ま した,、

二v)コ/一 けー一 トはllヒ頁U)糸東習 成 果 を 発 表 す る と と

も に 「入院 生 活 を送 っ て い る 患 者 さん の 励 み に な れ

;よ]と こ の 時…期 毎 年 企 画 され て い る もU)で 、 ロ ヒ ー.

に は 入院 患 者 、 看 護 婦 、医 師 な ど 約roodが 詰 め か

け 、 コ ンサ ー トを 楽 しみ ま した 。

浄

]

(学生 課)
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一
平成4年 度一 1年 の あ ゆ み

1(111

20日
し　

2111

4月
亀卜成nf卜 度 人 学 式 〔於 体 育 館)

[掌斤人!ド[00名(・)ち 女f㌃ド}身博モ24名)1

新 人生 研fl葛 第1111ill

(於 第2・4セ ミナ ー 室 、 和 室 〕

5月
12日 医 師 国 家 試 塔寅合 格 者 発 ノ乏

(乍Pll!:合格 者116名 、 合 格 率9〔}.6%)

6月
51i第181ロ1ひ ミノ〈劣{

7Hプ ・一 マ:「 一匂」「=金=』

3011斗 ∫二fし「1:Il[三手妥'」・メへこ 〔ろ恐 第2会 百L養室)

〔弓たf立言己被 キ受」.声者2名 〉

恥 海鵜l!!藁 。、

ミ ン ト ン(男 女)、 リ ノ カ ー 、 バ ス ケ ノ ト ホ

・・ル 〔男 如
、 ≠二道 、 剣 道 、 弓 道 、 空P、 水

ギ永(男 女)、 コ ル'ノ1りIJ女}

成 績:ハ ス ラ ノ トホ ー ル(女)優 勝

コ ル ノ 〔リ1〕 優 勝

総 含6位

纂轟 啄憾

黒_

第18回 医大祭

hH

3月

1

雀

-

1

7月

地 区 体

第39回 北 海 道 地i〈 ノ〈学 体ri/`'"1:

(本 学 が 当 番 校 と して 実 施)

[イ〈学 参 加 種 目1陸1滝 尭技(リ}如 、 準 硬 式

甲iニヒ求、 ノて入ケ ノ ト7トー ル(」 ノ}女)、 ノ{レ ・ 月、

ル(リJ女)、 リ ノカ ー 、 卓 球(男 女)、 バ

トーミ ン ト ン(り}女)、 柔き並、f:9}近(り})、r}}fi

lリi女)、 ソ フ トT一ニ ス(ワ3女)、 ノ、ン ド;t一 ル

成 績:男 ヂ総 合8flノ:、 女/総 合9fウ:

第35回 東 日本 医 科'11二1生総 合体 育 大 会 蔓季 大 会

(iこ管 校 昭 和 メご;∫7医学 部>

i本 学 参 加 種 目 」陸}=競 技(ワ 汝 〉 、 準 硬 式

野 球 、 テ ニi(男 女)、 ソ フ ト プニ ス(り}女)、

}巨珂ヒ(り}女 〕 、 パ レ ・一ホ ・ ル 〔男 女)、 バ ト

6日

8月
第35[口1刺1イ ≦医 科 学 生 系惹合体 育 左会 冬 季 左 会

〔1三管 校 福 島 県 立 医 科 メご拘

[イぐテ参 り[片重111ラ グ ヒ ・ 、/〈 キ ー 、rイ ス

ホ ッケ ・一

・拘 友4年 度 納 骨 式 〔於 本 「噛;孫内骨 堂 〉

7月
し

8月

9月

1(i

91i体 育 ノく会Gl催 「コ身'拍

[童尭才芝手重目1リ ノカ ー 、 ノ{レ ーr;・ ノし、 ソ フ

トホ ー ル 、尉司り1キ 、 リ レ ー.、膓尺f云

16日 杓 友4年 度 解 剖 体!壱:霊 式 並 ひ に 之部 大臣 感 謝

状 伝 達 式 〔於 体 育 館 ・第4セ ミリ 室)

体 育 大 会
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10月

平 成n年 度 公 開 講 座

「脳 と か ら だ と 心 」

新 入生 研 修 第2回 目

{乃奄 第3-4-t一 ミーナー一 室}

スキー教室

新入生研修

1月
16日 平 成5年 度 大学 人学 者 選 抜 メ(学 ノ＼試 セ ン ケ ー

17日Ii式 馬寅/本'デ=会 場898名)

】8日

18日

25日

4[

6日

1011

12日

20日

25日

11月

5日 本'γ:ll己,念 日

腰 月
スヤー教室(於 北 大雪 スキ・一場 〉

講師4名 厚生補導 委員会委員、

参加学生25名

学位記授与式(於 第2会 議室

(学位記被授与者3名)

2月
天羽教授最終講義

平成5年 度k学 院入学 音選抜試験

平成5年 度第2次 試験(前 期[程 〉

3月

平成5年 度大学院入学 者選抜試験合格 者発表

'1ろ成5年 度第2次 試験1前 期fly呈)合 格者発表

大羽教授歓送式

平成5年 度第2次 試験(後 期II程)

平 成5年 畦第2次 試験(後 期「u'.1:)r替各者発表

'F成4年 度学上学位記}斐与式(於 体育館)

('二}そ上・つ≒f凱言己被書受rf一者ll5名)

博ll学 位 記授 与・式(於 第2会1議 室 〉

(博上学ll'1:記被授与 著22名)

2]II
ち

22日

25日

ll

天羽教授歓送式
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週休2日 制に伴 う

カ リキュラム及び窓ロ業務の変更について

平成5年4月 より完全週休2日 制が実施 されます。

それに伴 い新 カリキ ュラムが実施 され、全学年、

土曜 日は休 みとなります。

また、学生課窓 口業務 日、及び売店、食堂などの

営業時問も変わります。

概略 は以下のとお りですが、詳細は4月 に発行 さ

れる 「学生生活の しおり」 を参考 にしてくだ さい。

新 カリキュラムについて

○主 な変更

従来の一般教育科 目及び専門教育科目の区分を廃

止 し、基礎教育系、基礎医学系及 び臨床医学系に分

類 した。

〔基礎教育系〕

① 基礎教育系の区分 を 「人文 ・社会」「自然」「体

育」 「言語文化」 「総合科学」 に細分 した。

②1学 年の 「言語」、2学 年の 「外国文学講読」

「古典講読」 を廃止、また、 「ドイツ語 皿」 を4

単位から2単 位 に削減 し、これ らを統合 して 「語

学講読コース」と して英語、 ドイツ語、ラテン語 、

日本語の4コ ースを設け1科 目2単 位の選択必修

とした。

③ 「物理学H」 「化学II」 「生物学 皿」をそれぞ

れ4単 位から3単 位 に削減 し、新たに 「自然科学

特別実験」2単 位を設け、物理学、化学、生物学

の3っ の実験 コースに分かれる、1科 目2単 位の

選択必修 と した。

④ 「体育講義」 「体育実技」 を廃 止 し、新た に、

「体育実技(体 育理論を含む
。)」2単 位 を設けた。

〔基礎医学系〕

①4学 年の 「医科学特論Jを 「医科学演習」と し、

1基 礎講座 に1週 間配属 されて演 習を行 う。

〔臨床医学系〕

①5学 年の 「臨床実習序論」の内容を一部変更 し

た。

②5-6学 年の 「臨床講義 」と 「主要疾恵総合講

義」 を統合 して 「主要疾患総合講義及 び臨床講義」

として、遍2コ マ開講する。

③ 新 カリキュラム実施 に伴い、平成5年 度に限 り、

第4学 年及び第5学 年それぞれで 「臨床検査医学」

を開講する。(以 後、4学 年で開講)

④ 「関連教育病院実習」を臨床実習から独立した

科目とした。

⑤6学 年の夏休み開始1週 目を 「自由選択実習期

間」として、基礎医学または臨床医学講座におい

て、自由に研修できる期間を新たに設けた。

学生課窓ロ業務について

学生課の窓口業務は月曜日から金曙日までとなり

ます。

図書館の開館について

図書館の開館は平成5年 度は従来どおり月曜日か

ら土曜日まで開館 します。

保健管理センターについて

従来どおり月曜日から金曜日まで。

週末におけるサークル活動中の負傷は、附属病院

で手当てを受けてください。

福利厚生施設の営業について

食堂 ・喫茶 ・売店 ・書籍 ・理髪は月曙日から金曜

日まで営業。

体青施設 ・セミナー室の使用について

週休2日 制に伴い課外活動の充実を図るために体

育施設 ・セミナー室等の使用期間及び使用時間を下

記のとおり変更しました。

体育施設

使用できる期間1月5日 から12月27日まで

使用できる時間 午前6時 から午後9時 まで

合宿研修施設

使用できる期間1月5日 から12月27日まで

セミナー室

使用 で きる日 月曜日から金曜日まで

使用できる時間 午前9時 から午後9時 まで

学生室

使 用 で きる日 月曜日から金曜日まで

使用できる時間 午前8時30分 から午後9時 まで

(学生課 ・図書課)

i
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.一 嘲脚 榊 軸 唱「■肺畠'F「

お し 馬b せ

退館管理(ブ ックディテクション)

システムの導入について
図書館では、カバン ・コー一ト等の持 ち込みが自由

で人りやすい図淋館 に改 善するため、退館管理 シス

テ ムを導入 し'F成5年4月 か ら稼働 します..

この;/テ ム碑 人は り・肇斤た1ご 臆f`k引

と も あ り ま す が 、 ご理 解 と ご 協 力 を よ ろ し くお 「頼い

い た し ま す 、、

1..遺 ま負官'isf里シ ステ!・ と:よ

退 館 時 に 図 書館 蔵 書 の 貸 出 丁続 き を忘 れ た 場 含 な

ど 、警 告 表 示 な ど で 利 川 者及 び 図 、1}二館 員 に通 知 す る

シ ス アム てるオ'・,i

2.r1・ ノカ ー にダつい てi

カ バ ン等 び)持 ち込 み が 自 由 に なる こ と によ り 、ロ ッi

か 一が 少 な く 紋 働 沖 昂 ・汰 き 効 バ ンが 人r,

r,一い な どの こ持甘商にっ い て 改 善 一rろ こ と が で きま す...
i

た だ し 、現 在 あ る ロ ッ カー:.よ身 軽 さ を こ 希 望 の 方1

の た め に 残 し ま す の で 、 引 き 続 き 利 用 で き ま 弓...

3.留 意 事 項

・1・i・1入、口 が 入 る通 路 と 出 る通 路 の 別 々 と な り よ す り1

・ カ バ ン等 は 、机 の 下 に 置 い て くだ さい,

・席 を離 れ る場 合 な ど貴 弔 品 等 の 循;琿 は 各 自 で ...

・既 に 貸 出 済 み の 図 書 で もi口 を通1固 す る と きに は、1

必 ポ係tlに 提 示 して く だ さ い.,

(附 属 図 書館)

学生団体の設立・継続届について
'F成5年 度 に お い て 、 新 し く設 疏 しよ うと す る 学i

生 け1体 、 も しく は 活 動 を細1糸売Lよ う と す るけlf奉は 、1

4月3〔)II('f1ま で に1没立 届 ま た は継 続 届 をP噛1そ生 係 に提

出 し ぐ くだ さい,1

な お 、 継 続 届 の 提'f'力玄な い 学 生 卜rl体は 、 解 散 した

も び)と して 処 理 し ま す の で 注 意 い ご くだ さい.

〔学 生 課 一

平成5年 度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納について
平 成5年 度 前 期 分FrP1.丁料 免 除 及 び 延納 ・分 納 を 希

望 す る 者で 、 ド記 基 準 の い ず れ か に該 当 す る と思 わ

れ る 音は 、 教 務 部 学 生 課 厚 ノL係r必 要 書 類 を受 け取

り ド記 の 期 間 ド・」に 申 請 す る こ と.

な お 、 申riftVに 一'Jいて は 、選 考の 間 授y,'料 の 翻ま入

を 猶1冗 ま す

まオニ、 イくH月な,1∴uよ、1司f系1こ1昌」し、r}才)ぜ原自し、.圭'`㍉.

記

1.授 裳料 免 除jl奪準

(1)糸 苓ギ斉白勺∫壁1打に.よ つて キ受業室こi・び)糸内rrカ ご1木1難て訴あ

り、 かり 、学 業優 秀で あ る と認 め ら れ る 場 合

な お 、'r成5年 度 に お い て 原 級 に留 置 さ れ て

い る 者 丈;よ、 最 短 修 業 年限 を越 え て 在学 して い

る 者 は 、 免 除 の 対 象 とLな い 〔休 学 の 理 由1、二よ

る者 を 除 く)

121授 業 料 納 期 前6月 以 内(新 人生 につ い て は 、

人学 前1年 以 内)に お い て 学 生 の 学 資 をllと し

て 負 打!し て い る 者(以 ド「学 資 負 ヂ旺音 」と い う∩)

が死 亡 し 、 ～ぐは 本 人若 し くは 学 資 負 担 者が 風 水

害 等 の 災 害 を受 け た こ と に よ り 、授 業料 の 納 付

が 著 し く困 難 で あ る と 認 め られ る場 合

1131(2)に 準 一ザ る場 合 で あ ・.♪て 、 掌 長 が相 当 と,認め

る ・拝由 が あ るナ易合

…2.申 請 書 類i

lI1)f'料 免 除 申 瀦

1〔2/学 資 負 担 者 が 死 亡 した 場 合 は 死 亡 診 断,1;!
1

131災'r:を 受 け たf"iilよ 罹 災 証 明 」}(市1)く 田r村 、

;警 察 、 消 防 署 力発 行 した もの,}

(4)「ri〈 田f季丁{己fゴv)1・斤子{}言d・目月 井(糸rヤ 与・戸斤fi}者i∴ 一)1

い て は 、'r成41卜 分 の 源 泉徴 収 票 を 、給 与・所 得1

潮 外については、杓,覧4f粉 の確定中告,・}・■
　

1百i・=1貢i>等 び)2メし(碍 ㍉言fを ・;こ『d一る'家r方欠塩こ`上1

分)を 、 よ た 、学 資 負 担 者 が 死 亡 した場 合 は 、1

タピL=前∫ぴ)li斤fi_f.rfd:明渥 をll卜itて 渚ミfすす る こ と、、)旨

15)失 業 者 は 、 民 生 委`以1、x職 裳安 定 所 の 証 日ILI}・

6}生 命 保 険 金のaz、 い 斉'受け た 場 合 は 、 当該 保

険 会 社 の 保 険 金 だ払 証1りL1}

〔7)家 族 の 中 に就'マコ者 が い る場 合1よ 、 そ び)者(中

請 者 ・卜人 及 び義 務 教 育 の 就 学 者1、仁除 く,.)の 在

学 証 明 書

〔8}ドi動 中f呆 有 に 関 す る 中 疏、穿

〔9)そ ♂)他家 庭 ・峯;情に.上 臣)参 考 と な る 記lll月詐 箸二

3.申 言占其月μ{】

〔1>イliド1∫=生rl∫ ～～5fl乱2月15日(月)

3月311「(ノ 」く)

、2,・ 賊51渡 ノ、学 ・1こ_・賊5年4月1【i(木 ■

一4月221i・ 木)1
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平成5年 度 日本育英会奨学生
の募集について
日本育英会は、優秀 な学生 で経済的理由のため就

学困難 な者 に学資 を貸与 して;」ります。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づ き、

出願者の種々の条件 を考慮 して選考を行い、日本育

英会へ推薦 します。

ただ し、 日本育英会では奨学金貸与の種別ごとに

推薦基準 が定められており、その資格があって も採

用枠の関係で推薦できない場合があります。

奨学生の募集要項を、4月 上旬に公用掲示板 に掲示し

ますので、貸与を希望する者は、提出期限に遅れないよ

う所定の書類を教務部学生課厚生係に提出してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資の支弁

に困難な事博が生じた場合は、同係に相談 してください。1

学生教育研究災害傷害保険の
加入について
本学は、学生の正課中 ・課外活動中における災害事故

補償のために 「学生教育研究災brr呆 険』の賛助会員

大学となり下記のとおり加入受付事務等を行っています。

本保険は、学生の互助共済 を基本と して運営 され

ており、学生生活中の万一の場合に備 え、で きるだ

け全員の加入を勧めています。

まだ加入 していない学生は、加入するように して

ください。

記

1,受 付 期 間

2.受 付 窓 口

3,保 険 料

自 平成5年4月1日 休)

至 平成5年4月30t」(金)

教務部学生課厚生係

6年 間

5年 間

4年 聞

3年 間

2年 間

1年 間

4,支 払 い保険金の種類と金額

3,400円

2,950円

2,450f'1

1,9001'1

1,300f'1

750円

区 分

種 類

正 課 中

学校行事中

学校施設内の休憩中
学校施設内外の課外
活動中(学 校施設外
の課外活動について

は、大学に届出た活
動に限る。)

死亡保険金

「--

1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円 ～1,800万 円 27万 円 ～900万 円

医療保険金

一一

実治療n数4日

以 上が対 象
6千 円 ～30万 円

実治療 日数14日

以r.が 対象
3万 円一30万 円

人院加算金 1日 にっ き111円 1Rに つ き4,000円
一 ・

20才 以上の学生の国民年金
への加入について
国民年金法の改正 に伴い、大学に在学する学生で

20才以上の者は、平成3年4月1日 から国民年金の被保

険者(当 然加入)と して適用を受けることになりました。

従来学生 につ いては、20才 以後花学中に障害者と

なった場合 、国民年金 に加人 してい ない限 り障害基

礎年金が支給 されず無 年金 となっていました。また、

基礎年金制度は、原則と して、20才 から60才 までの

40年 聞加入することを前提 に満額の老齢基礎年金 を

支給 することとされていますが、学生 は、任意加入 と

されていたため20才 以上の在学期間中 に、国民年金

に加入 していなかったものにつ いては、卒業後年金

制度に加入 して も満額の老齢基礎年金が受けられま

せんで した。

このため、国民年金法が改正 され、平成3年4月

1日 から、20才 以上の学生 も全て国民 年金に当然加

入することになりま した。

なお、国民年金への加入の手続 き、保険料の納付

方法及び保 険料の免除等の詳細 については、学生課

厚生係又は、住民票を登録 している市区町村の国民

年金担当窓ロへ直接問 い合 わせください。

「新歓合宿」のお知 らせ

毎年大好評の 「新入生歓迎合宿」を、今年も4月

10・11日 に行 うことになりま した。

予定内容は、医療の先端 を実践 されている教授の

講演、各 クラブの紹介(と っても楽 しいですよ〃)、

学内め ぐり(学 内の施設の位置を早 く知り、大いに

活用 しましょう!ノ)な どが、まず学校で行われます。

その後 、ホテルに行 き、先輩方とのグループ交流会

(学生生活 についての質問 を持 って行 きましょう。

先輩方 が細かいア ドバイスを与え、疑問にお答え し

ます〃)、新入生全員の自己紹介(昨 年は、体操の床

の演技 を被露 した人、一発芸 をした人など、いろい

ろといましたよ〃)、クラブ勧誘(し っこいですよ〃)、

そ して、1年 生だけで飲み明かすのです〃とはいっ

て も、寝たい人は布団 もあ ります。飲みす ぎて、万

・のことがあっても
、先輩 が助けて くれます。大浴

場で裸 と裸 のfiっ きあい、も楽 しいですよ。

昨年は約90名 の1年 生が参加 し、約200名 の先輩

方が訪れて くれま した。このおもしろ さは、まさに、
「百聞は一見 に如かず」です

。必ず、多くの友達 が

で き、次の口か らの生活が うまくゆくこと間違いな

しです。ぜひ参加 して、このおも しろ さを実際 に自

分の肌で体験 して くだ さい。

～上級生共々、心 より新入生の参加 をお待 ち

しております。新人生歓迎実行委員会より～

一15一
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学生食堂 ・喫茶の価格改定について
,;;.及び 喫 茶 の 価 格 か 平 成5年2月1日 か ら

、

、渚牛勿f面び)高N,、 営 業 経 費 の ヒ昇 等 、渚舟窒び)事↑青に よ り、

食 堂 平 均8.9%、1喫 茶'r均10.6%f直r.ト され ま した り

(学 生,課)

課 外 活 動 短 信

東 医 体12/25-12/`L9軽 片沢

使用活字の変更について
「か ぐ ら お か1の 使 用 活 宇 か/¥回 よ り 大 き く な')

た び)1こ1下売YJ)セ 亨さ/し1二よ御i缶乱付'き'rし ょ うカ・

従 未σ)11級 の 活 字 を12糸及に 変 え 、紙 面 を・見 や す く

匹 ま した 。-ti"ひ74号 と 上い て 兄 て く だ きい ・

'アアイ ス オく・ソ今 』・LIIn

NIVP・ オくイ ン ト1こ

VEST6・F、V

VEST6・DF

VL:S'1'6GK

優 勝

r'果 直 之4fト

奥 山 淳4年

ノ」、 季す;,・.;il4flζ

高 橋 淳 ・4年

L 表 紙 写 真 の 説 明査電子顕微鏡(S-4100)

試料r,い し内部の像 を、広い倍率範囲にわた

・,て、凹凸の微細 な情報 を 一ラ欠元的 に観察 オること

が出)kる 装置で、広範囲 に利用 されている一

教 官 の 異 動
※ 昇 任

5.3.1f・f生 丁ヒつ∫=第 ㌃言茜∫坐 月力孝文キ受 金令イく 争谷

藻§難羅羅羅羅羅羅羅嶽羅嶽羅羅羅羅羅羅羅嶽楽羅嶽羅羅霧嶽嶽羅羅羅嶽羅羅嶽羅

葱
♂

細該
響
・

謁

血
び

アナログ言語論

桝

田中 剛

毎 年 、 新 入 生 は 最 初 の ド イツ 語 の 時 間 が 終 わ っ た

直 後 、 私 の 前 に 歩 み 寄 り 、 少 し誕 し げ に こ う尋 ね る.

「あ の う、 辞 書 は ど ん な も の が い い ん で す か 、,1

行崔力・に 、辛斤しい タト匡揺吾とU)1中1会 し}1よ辛斤 しい111.4.u一と

の 出 会 い で も あ る.私 が 、 ガ イ ダ ン スの なか で ま つ

た く そ の こ と に 言 及 し な い の で 、 必 須 の 条 項 を忘 れ

て い る と彼 ら は思 うの で あ ろ う。「辞 苔 を 引 き潰 す1、

言 葉iは悪 い が 、 筍 も 外 国 語 に挑 む 学 生'で 、 こ の 域 に

達 弓ーる ほ ど 熱 心 に 学 ぶ 意 気 込 み が 、 本 当 に あ る な ら 、

種 類 な ど ど うで も よ い で は な い か と 心 中 で 囁 き な が

ら 、 いつ しか 私 のiRよ 数 社 の71ごピ コ ヲ ー な辞 書 の 名

を羅 列 して い る。

言梧 は 辞 書 と い うハ ン マ ー で コ ツ コ ツ打 ち砕 い て

理 解 で き る よ う な鉱 石 で は な い 、 と これ か ら2年 が

か り6じ っ く り教 え よ うと す る 私 は 、 い か に も イ6d

用 な ドイ ツ 梧 教 師 で あ る。 「単 語 の意 味 が 知 りた い

だ け で す 」 と 言 う学 生 と 、 辞 書 は決 して 言語 使 用 の

マ ニ コ ア ル で は ない 、 と β お う と す る私 と の ーuiiHNよ

平 行 線 をた ど る,、困 難 な受 験 英語 を通 過 して きた 学

生 に、 そ れで は と い くつ かの 質 問 をす るu{letaught

meEnglish"と``lletaughtEnglishtome"と の

使 い 分 け は?、 とか 、"Id{m'tlikeit"と 言 うが 、

"ltIik
esmenoteと1よ 「勃)ぬ ほ ど1』 分 に 現 代 人 で

あ る皆 さ ん は 、 こ の 二 つ の 表 現 の 裏 に デ カ ル トの

」`C
・k;t・erk・sum"に 匹 敵 す る認 識r=の 大 き な相

違 び)あ る こ と を 考 え た こ と は?、 と か 、 も ・)と単 糸屯

に 、"doubt"の"b"は な ぜ 発 辞 し な い の か 、 と か 、

要 す る に い か に 「亨語 の 柔 構 造 の 理 解 が 大 切 か と い)

こ との 示 唆 を与 え る の で あ る、、 「あ0)う 、 辞,彗 は ど

ん な も の が い い ん で す カ㌔1の 「は1と 「が1は`

体 ど ち ら も能 動 的 な}1格 の 格 助 詞 な の か 、 と い う 日

本語 の 問 題 は ど うで あ ろ うか 、 以 ヒの こ と は実 は ド

イツ 語 と 密 接 に関 係 が あ る 、 な ど と 、 ア ル フ ァベ ッ

トの 　a"v)音 佃iに つ しジぐ述 べ る夢隻階 か ら持 ち1『11・it

ば 、少 な か らぬ 学 生 が 動 揺 を示 す こ と に な る.1

そ こで 目 を 輝 か せ て く れ る学 生 は お ら ぬ もの か と

思 い っ っ 、 ま た 願 い っ っ 赴 任5年 目 を迎 え たrI

(ト イ'ソβ吾 且力孝交}受)
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